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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，心臓弁膜症外科学手術におけるさらなる患者QOL向上を指向した機能温
存術式検討のための臨床解剖学的基盤構築をすることである。
　その結果、（１）新規導入された大動脈弁狭窄症の新しいカテーテル治療(TAVI)と大動脈弁置換術との比較を行い、
両者の長所と短所を解剖学的観点から指摘した。（２）刺激伝導系と心臓自律神経系の個体差や周囲構造との関係を明
らかにした。（３）これまでの動物実験結果をヒトへ応用解釈するための比較解剖学的基盤を作成した。これらの結果
や成果は、当初の目標をクリアできたとともに、今後の重要なデータとなりうるであろう。

研究成果の概要（英文）： The main aim of this research project is to formulate the clinical anatomical 
evidences on function-preserving operations aimed at improving patient quality of life for the heart 
valve diseases.
 I showed that (1) the anatomical merits and demerits of new transcatheter aortic valve implantation 
(TAVI) and conventional surgical aortic valve replacement, (2) the individual diversity and relationship 
with the surrounding structures of the extrinsic autonomic cardiac nervous system and intrinsic cardiac 
conduction system, and (3) the basic data to help understand and translate the functional experimental 
findings to humans for future human clinical application. My clinical anatomical data would be 
contributed to the heart valve surgery.

研究分野： 循環器臨床解剖学
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１．研究開始当初の背景 
 高齢化やその他の理由により、弁膜症手術
の必要性が高まっている。このような背景の
もと、開心術のハイリスクファクターを有す
る高齢者にも適応可能な経カテーテル治療
が国内でもスタートした。そこで、カテーテ
ル治療と外科的弁膜症治療の比較を行うと
ともに、心臓弁膜症外科手術のさらなる発展
のため、患者 QOL 向上を指向した機能温存
術式検討のための臨床解剖学的解析が必要
であった。 
 
２．研究の目的 
 弁膜症外科における弁形成術や置換術の
機能温存術式開発のための基盤構築のため
に、 
（１）pain delivery や洞機能を司る心臓神経
の神経叢から末梢分布を明らかにすること 
（２）刺激伝導系の個体差と周囲構造との関
係を明らかにすること 
（３）房室伝導系動脈の多様性とその普遍的
走路を明らかにすること 
（４）動物実験による結果をヒトへ応用する
ための基盤データを構築すること 
（５）カテーテル治療と比較検討を行うこと、 
 を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）大動脈弁置換術や肺動脈弁置換術の評
価や提案のために、心臓神経叢から冠状動脈
神経叢末梢枝までに形態を様々な染色法を
併用して検討した。 
（２）多くの実験動物、関連哺乳類、ならび
にヒトを対象として、ヒトへ応用解釈するた
めに、心臓制御構造やその周囲構造を CT や
MRI 等の画像解析と比較進化形態学的手法を
用いて検討した。 
（３）心臓刺激伝導系の画像描出のために
様々なパタメーター、撮像方法にて検討した。 
（４）大動脈弁狭窄症、三尖弁逆流症、など
の具体的なカテーテル治療や外科的置換術
や形成術のための検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１）急増している大動脈狭窄症に対するト
ピックの１つとして、経カテーテル大動脈弁
埋込み術(TAVI)が本研究解析年度内に、国内
で保険承認された。この治療法は、術後永久
ペースメーカー埋め込み対象となる深刻な
伝導障害となる頻度が従来の大動脈弁置換
術に比べて、高いという事から、この原因を
確かめるべく臨床解剖学的解析を行い、学会
報告ならびに学術論文発表を行った。 
（２）それに対して、これまでのゴールドス
タンダードであった弁置換術のさらなる機
能温存術開発のための基盤として、特に神経
障害防止のための検討を行い、学会にてその
成果を報告した。現在、解析例を追加し検討
中であり、学術論文発表を行う予定である。 
（３）近年、内科的治療より成績が良いとさ

れる三尖弁置換術・形成術のさらなる向上の
為に、刺激伝導系とその血管分布の空間的配
置を臨床解剖学的に解析し、その一部を学会
にて報告した。本解析結果も学術論文発表す
る予定である。 
（４）動物実験結果をヒトに応用するための
基盤データ構築を比較形態学的ならびに画
像解剖学的に行い、いくつかの学術論文にて
報告した。 
 以上のような本助成のよって行われた一
連の業績は十分な成果であると思われる。 
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